
まちづくり市民懇話会

とことん懇話会

「第５次岸和田市総合計画」の策定及び「都市計画マスタープラン」の見直しに向けて
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※開催にあたり、新型コロナウイルス感染症対策を実施しています。

ＴＯＰＩＣＳ

これまで議論を重ねてきた次期総合計画施策体系（基本目標－個別目標－
個別目標の方向性）とまちづくり市民懇話会における議論の資料を踏まえ、どの
ように基本計画に反映するのか、全体像を共有するとともに、基本計画（見開き
ページのイメージ）を提示し、反映方法について共有しました。
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到達目標 基本計画の整理（特に重点施策や指標の設定）について、共有
しましょう。

【基本計画への反映について】
基本計画の個別目標ごとの整理
（右図に示す、見開きページ）に、
個別目標の方向性や各主体の役
割分担などをひもづけます。

・みんなでめざそう値
・個別目標の方向性
・想定される公民の
役割分担

などに、整理・反映

基本計画（見開きページ）のイメージ



お問い合せ：岸和田市役所 総合政策部企画課 政策担当 （tel. ０７２-４２３-９４９２）

第２０回：令和３年 １２月１２日（日）
場 所：岸和田市立福祉総合センター
参 加 者：市 民：現地 ７名 オンライン ５名

若手職員：現地 １０名
桃山学院大学：学生 ４名

議 題：１．基本計画の整理について
２．今後、具体的なアクションを動かしていくための進め方について
３．次回に向けて

■開催概要
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【第21回】 令和３年 12月 26日（日） 具体的なアクションの検討（個人・複数人で関わる取組等について）

• それぞれの防災アイデアの共有が出来て、これまで持っていた視点以外で物事を考
えることができて良かった。

• 皆さんの意見で、参考になったことを実行していきたい。
• 自分では、思いつかなかった災害発災時の外での避難方法、災害が発生してから
の過ごし方、他に東日本大震災や阪神淡路大震災、熊本地震など被災した現
場を自分で見ることや、話を聞くことが大切だなと感じました。

■今後の予定

懇話会後の参加市民・若手職員からの感想です

若手職員市民
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など

これまで議論してきた具体的なアクションについて、より具体的な行動に移していくには、『ものごとを自分ごと化していくこ
と』が重要という意見がありました。そこで、取組に対して、どのような役割をもち、どのような行動ができるのか、“自分ごと”とし
て行動に移せるよう、それぞれが実践し、実践を通じて自身の関わりを実感してもらうため、誰しもにとって必要で重要な『防
災』をテーマに、意見交換しました。

以下は、議論内容の一部抜粋です。自身が興味のある・必要と感じる具体的な取組について考え、取組とその取組を選
んだ理由などをみんなで共有しながら意見交換しました。

到達目標 今後、具体的なアクションを動かしていくための進め方について意見交換しましょう

【第22回】 令和４年 1月 16日（日） 具体的なアクションの検討（取組の経過発表及び実施による成
果・課題について）

【第23回】 令和４年 1月 30日（日） 基本構想素案、基本計画骨子案等について
書面開催

テーマ 取組内容 理由 個別の取組に対する意見・アドバイス

家族の
ルール

●時系列に沿って取組を検証する必要がある。
●家族で、時間（午前９時、午後３時）と
場所を決めている。

●家にいる時間が少ない。
●学校に行く途中等の対策、時間帯を考慮し
た集合場所を考えたい。

子ども／
教育

●子どもだけでどこまで対応できるか１人でやら
せてみる。

●災害発生時に家族が一緒ではない場合も
あるので、個人個人が自身の身を守れるよ
うに準備する。

●子ども自身でも考えさせる。

地域の
ルール

●高齢者・障害者の安否確認方法の周知・
徹底

●地域が一番情報を持っているので、まずは
地域・町会で対応する。

●平常時の行政と市民のタイアップが必要

情報
伝達

●災害用伝言板の活用方法を確認

●家族全員が携帯電話を持っているが、災害
時に携帯電話がつながらなくなる可能性が
ある。

●災害時にきちんと使えるように、平常時から
災害用伝言板の使い方を確認しておく。

備蓄
●枕元にヘルメット、懐中電灯、ラジオ、安全
靴の準備

●寝ていてもすぐに逃げれるようにするため。

●建物や家具等の倒壊により身動きが取れな
くなったときに備え、枕元に笛もあるとよいと聞
く。

●靴を用意するのは大事


